
（仮称）住田遠野風力発電事業

株式会社グリーンパワーインベストメント

岩手県遠野市及び気仙郡住田町の行政界付近の稜線上

事業の内容

風力発電所設置事業
・風力発電所出力：最大１００，０００ｋＷ
・風力発電機の台数：定格出力２，５００ｋＷ級風力発電機を最大４０基設置
・ハブ高さ：約８０ｍ
・ローター直径：約９０ｍ

工事の内容

工事開始：平成２９年７月（予定）
工事内容：
道路工事：約１４ヶ月
造成・基礎工事：約１３．５5ヶ月
据付工事：約９ヶ月
電気・計装工事：約２４ヶ月

大気質

対象事業実施区域及びその周囲において、大気質の常時監視測定は実施されていな
い。なお、対象事業実施区域の最寄りの一般環境大気測定局は住田町に隣接する大
船渡市にある「猪川町局」で、約２１ｋｍ離れた場所にある。平成２５年度には工事等由
来の有害大気物質（ベンゼン等２２物質）の測定が実施された。対象事業実施区域最
寄りの発生源周辺地点である住田町世田米の調査結果は環境基準に適合している。

騒音・超低周波音
対象事業実施区域及びその周囲における一般環境騒音の状況について、公表された
測定結果はない。また、自動車騒音監視は実施されていない。騒音に係る公害苦情受
理件数は、平成２４年度は遠野市、住田町ともに０件であった。

振動
対象事業実施区域及びその周囲における環境振動、道路交通振動の状況について、
公表された測定結果はない。振動に係る公害苦情受理件数は、平成２４年度は遠野
市、住田町ともに０件であった。

水質
対象事業実施区域及びその周囲の測定地点として、大洞橋付近、常楽寺橋付近、Ｌ－
２１（遠野ダム）、遠野ダム流入前、長洞橋付近の５地点がある。平成２４年度の測定結
果では、一部の測定項目が環境基準に適合していない。

地形・地質

対象事業実施区域は中起伏山地及び小起伏山地からなっている。また、対象事業実
施区域及びその周囲における表層地質は、北側は泥岩（頁岩・粘板岩を含む。）及び
輝緑岩、中心部から南側は輝緑凝灰岩及び石灰岩と粘板岩との互層が多く分布して
いる。また、対象事業実施区域の周囲の一部に石灰岩が分布している。対象事業実施
区域及びその周囲の地形の特徴を表している重要な地形として、種山高原に「隆起準
平原」が存在する。重要な地質は存在しない。

動物

既存資料によると、対象事業実施区域及びその周囲の動物相の概要は、哺乳類２８
種、鳥類９１種、爬虫類１０種、両生類１０種、昆虫類１３７種及び魚類１１種であった。
重要な種については、哺乳類１２種、鳥類２９種、爬虫類４種、両生類７種、昆虫類２１
種及び魚類５種が確認されている。注目すべき生息地として、対象事業実施区域周囲
では「大洞二股湿原コバイケイソウ等の植物群落及びモリアオガエル繁殖地」、「仙人
峠ニホンウサギコウモリ繁殖洞穴群」が遠野市指定天然記念物に指定されているが、
いずれも対象事業実施区域から少なくとも９ｋｍ以上離れている。

植物
対象事業実施区域及びその周囲の植物相の概要は、維管束植物（シダ植物及び種子
植物）が１，０６３種確認されている。重要な種については、１０５種が確認されている。

生態系

対象事業実施区域及びその周囲の環境は、地形及び植生の状況から、樹林、乾性草
地、湿性草地、市街地等の４つの環境類型に区分される。主に山地及び台地に樹林が
広がり、乾性草地が点在している。河川沿いの低地には湿性草地がみられ、低地や山
地の道路周辺等に市街地等が分布している。なお、対象事業実施区域の環境類型は
主に樹林であり、一部に乾性草地が分布している。
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景観

対象事業実施区域は、岩手県の東南部に位置する。遠野市は早池峰山に代表される
遠野三山等の山々や丘陵地からなり、早池峰山の高山植物や貞任高原の水バショウ
等の希少な植物が数多くみられる。住田町は総面積の約９０％が起伏の激しい山地で
占められている。町北東部から西部にかけて、大きく蛇行しながら南下する気仙川及
びその支流に沿った平坦地に、集落、農耕地が集中する典型的な中山間地域である。
主要な眺望点として、物見山（種山）や道の駅「種山ヶ原ぽらん」などがある。景観資源
として、対象事業実施区域の南東部に名称不明の滝がある。

触れ合いの活動
の場

対象事業実施区域及びその周囲における、人と自然との触れ合いの活動の場として、
「藤沢の滝（自然観察教育林）」があげられる。

廃棄物等

平成２４年度のゴミ総排出量は、遠野市で９，６４４ｔ、住田町で１，３７２ｔとなっている。
また、対象事業実施区域を中心とした５０ｋｍの範囲の市町村における中間処理施設
及び最終処分場施設数は、中間処理施設６６箇所、最終処分場施設４箇所となってい
る。

その他
（教育・医療・福祉施設の配
置状況、公園指定等環境保
全地域区域指定状況、既設

風力設置状況等）

対象事業実施区域及びその周囲における環境保全上配慮すべき施設は、小学校、保
育所、医療機関が1箇所ずつある。なお、対象事業実施区域には、これらの環境保全
上配慮すべき施設はない。また、住居の配置の概況は、対象事業実施区域の周囲に
分布している。

環
境
影
響
評
価
の
項
目

参考項目との差異 別紙参照

方法書Ｐ．１８３～Ｐ．２４５参照

住民意見の概要及び事業者見解：資料２－１－３参照
関係都道府県知事意見：資料２－１－４参照

環境審査顧問会風力部会の意見を聞いた上、対象事業に係る環境影響評価の項目
並びに調査、予測及び評価の手法について必要な意見を記載する。

本審査書は事業者から届出された環境影響評価方法書を基に作成したものである。備考

審査結果

住民意見の概要及び事
業者見解・関係都道府県
知事意見

調査・予測・評価の手法
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（ 別紙 ）

　以下の項目については選定しない。

　　環境要素の区分：一般環境中の放射性物質について調査、予測及び評価されるべき環境要素（放射線の量）

　　影響要因の区分：工事の実施（工事用資材等の搬出入、建設機械の稼働、造成等の施工による一時的な影響）
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